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と瑚 力との#鎌も槻 肘をF T-ろ時期にあるものと
考えられる｡

T頼Jlf訂℡ir)鯉 のM にLて十分なろM IまJt呼の
研究をlテって級一はL:めて月明するでもらう.
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g[甘.こ将火奴を拾苛して金島に朋ひろ齢 ,ifi妊D

掛 満仲事に放て,時としては不老の畏敬を見引抄合

rz)こもる様である｡この不aの妖問としては.払栂 の

措けけがはすぎたBに,将火砂粒叫D屯帆政は類の題
rflW.火をiJ=rろ群もあるであ{y与が.そのEU=ろもの
はFJi姐[=上ろ性鮭政下ではないかと串へられる.上つ

でこの攻減に上る冊℡並びに好火税の作5Zz牡Fを鹸封

ナろ印としたO
H 甘上方三3;

拘1の如く,紙こ払方苛が酎 Tけ不完全にして,iq
誠の支払h:EJ山に川東る如く,甘Tq･Jf点き 25t=m に

t: (

紘齢句風
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碓 したろgI火現を.日化gr長式事即す25で･〉ろく嶺Jl

L 水入り′'/ケ一g一中に夫7)38Lの狂女に放いて
致泊させた｡山 伴#方法は電束世道 連中にfシケー

クーを入れた｡

(1) iA好打氾 (平均 10'C)にて仲存

(2)泊畔 500C-loOCにBia保存

(3) iA腔 50.Cに放校陀存

Tt捻 (2日3)のJJLJl,LT-i,ケーダーは常にlX描Eが大
袋暇と噂しくなるtS!コックを附して搬担仰F幻を拘へ
た.併して糊 料を,取り山し,その類火畑 を朽ひ,

惣抑こ.Eち弥火瓜の倍火性.柑火也 77廿の7D火性の

代肢位 ド推.並びに廿投 (2日3)に放てはm好の瑚

力PtSaを7rった.可管の電場力糟 としては一七申
(2)に放ては 5xiOxAOmm のi昔転々依IUすろ舶

渦 .サ良 (3)に放ては抑 柑 掛 1.の38捨な行

ド.律令Q)畑 は.蜘 治r_,Jt設中で庁tJ鼓if片中の

大1=らものに放いて打*した位より戚力'_,推力した｡

I Tlldt

t鼓 (り 平均 IO'Cの常道の葛合 指史を苅 1

に京ナ｡
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㌦E 況 451専 畑 % 誓蓋…筆写冒芸蓋妄孟嘉三吉毒を

1 - ya 等軍Iu雷管誉慧是指 措 責警

切除 (2) 5OqC で先づ 40時W加iE,-Xに は時

ruTO｡C,kiに8榔 り50¢C.■6時仰 王DOCの叔た噺

ヵ ,/! キ火滋の先那 12-3cm 切Efせ 母加氾したろ斬 T 拐n!を如 に示す.仰 年火投の不
ぎLIIぎ升火田挿

30 ･'暮 芸蓋苧篭- く山嵐紺 け どと 良化悦 はこの髄 で榊 ならざる巧一博 抑 こ放て柑 こ紹忠 した｡HfIのBl林は甘酸(])に同じ,但 し
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訪 ね

)/l 丹付火化良好

】/1 外下仰原色は 3cmjJ)折すれば耕火良好

32 抗って以下の冊背教火伏せは托て新各火軌 こ上

這tB 僻eL頂 】2OTnm

災1- 佃串原 】2(】TnZn

:;■て .̀ I.ミ::A': ･':∴ ニ: '∵ ∵ , :言A; :去

Ij:tE

年火加 納 に紬 し中畑 な し 亡､ 記AE i:苦言::

.O 了汀肝 の 7>2/t謡姓 115mm,115m1
48･ ′ I/=光雄 】20mm.I/2 専火額にでは焚火不Tは

56 r )/=三速 120m771.]/告 辞火襟にてlま戦火不m

b4 タ 】F=完確 り5mm.I/2 年欠損にでは難火不前

72 * % 完姓 L15mm,llSrnm

l/8中塚 鉛蛭,=鼓ia¢を21ナDみ

=′● 尊大やr=てIi崇火不可市

･40時間以鏡は,Itのm lbL>札 藷iA大紙E7日こ故丑する彬と披 ワ3gす｡

t段 (3) 50oCにて退校加泊をしたろ牲合 耗柴は 故砕片に放ては,大なる故JEl4個に出て打払 その内

舛3に元す｡拭棚 も他の怖件は切放(2)に同t:｡新 字 ガと火なるもの 班ゝを妃戟 した｡

袈 3

吸胃弱仰 完 公 邸 私 火 扱 符 節 似 蔽郎 爪愈 (g)

l/】 群丸 付火Jnこ見好 又叫,破Jh=企柿漁って小

7/l 目 上 IrHJ

管空音買㌣仲要望遥cm切JE 小

l/l Pl _E. ,Jl

l/] 先tL5cm研EF1れば滞火 ′ ノト

･′2 窃雷芋だ描 買7品長蒜 m 志望･T祭片は A･Bとも企布

=7 -㌦ i ･:i..高 .: l'主牛 工
は蔽Ji謙れkfJTは T
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5g火良及T3℡のiEAE丑による吸乳血は.沌EZ外に義カ'･

#ろしく.各市平均止資 IO.C にて湖妊 l00!.'F巾で

の軌iA拭Stにては堺火投は 砧 r]にて灯火,仲火力
を弗lこ失ふに封L.50oCにて洪収 Z̀カタ.'の中台には
約 20時riUにてその8E力を欠1.控'eある｡1打廿も前者

の租合には約3)l練Tlで牛煙を生じ始め.48時J;M位に

なちと先金に不対火となるものがJuて手ミる私書tがあ
ち.ClLtU廿は非才に由■の恋が多く.牝の状虫に72

1抑Jのhき側 側に甘くも兼だ完煤し縛るもの もも
ろd托もろ.これは水の弧 互か'.looCでは92mrn,

50ccでほ92:lmmのhく暮如0倍にもなり,そのJZ

に弧 わ 触 されろqTが主たる折田でもらう｡故

に拝捕朋の占1旦古池の確合に於てま̀fl旧型弊ね こ加速
されT.ものと見ざらを,糾す,特に乳火掛こ牡ては充分
な1JEIJさき放カ;行は⇒LねばならないとP.t'JLろ｡

詔廿の威力相 としては,平助;L出た齢 .加何な
ら状況であるれ 研-は煙I別土完はして棚 繋が珪ろ

もO,攻は地 銀iiriII扮L立完越してL&部の群が珠る

もの等が.廿適の鉛板袖 では秘.Jl/T,又完樋Lた
時は縦 孔虻で段1)の大小S･見る郡は川部ない.之1=
此Ll:ZJ7(せろ梓八を雄治Lt.火ti大きいものを比
較すればその威力を推定することが川末ろ増である｡

熟 慧yt語 急派 .o至 芸;;至;::慧薪孟上衣l典-相次B
辞JH三春tLも点って小.払下 A I8九七一00330
JI上 Jl f●大枚10Oi97

I/=完且 且片iって+.
yeLF38 せって大

】/王完姓･也什甘つて中,
I/王手11 ■って大

I/t完 dL 抜け払って中.
I/e 中 姓 一つのみ柑*,

わと′ト
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笛町の丘は力は非常に将火抄の舟退米朝 の強引こ

-比○挺化し.惣泌して辛うじてfl火ナろ如きもの'Cは
腎甘塩の故挿片は大きく.所ヒい符火投で同様作の可
管を盈欠する(.成力は比位的大きくて岳砕片が小さく
出て集る｡

In tl

l.2F噸A旺 】00C,AL虻 zccl.'に故ERLたる将火

提改訂菅はG紺 は 45Ellこて)存火.Fl火quLの値力S'

も失Id:,攻^li架だ甜｢ろ｡
2 i且皮508C.弧虻 Z00F''で凍正したときIi符火
抱は Z)時榊で批EIIこなL),詔辞は 207与問で中煤.
胡 時榊で不n火のものが七一rろ｡
3 鼓叫のため平日:て出 付火すろ如き萌火軌 二

上り.℡廿をa火せしめろ中el-_,fl火性よき轍

の甜 火持によりL;E火せしむろ甘合に比L.その芯廿

への粛火威力は小さく,Xfくして紐火した雷管の地
力は任い技である.

附記

伶比較のためg火心と訂℡の持l粍全にしてrRWな
き抜抜粋したちものにつき,ttJ&(3)とfL7ltYl件に於て
吸熱性良を行ひたちに下妃の掛 を7TJた｡

称下嬢は23Lmにして完全に府火卵 火性を如 L･
耶℡は 60IW に及_:もt;1成力は諌少せず｡




